
2025年 全日本カート選手権 OK部門 第9戦・第10戦

RACE REPORT

2025年 ジュニアカート選手権 ジュニア部門 第9戦・第10戦

2025年 ジュニアカート選手権 ジュニアカデット部門 第9戦・第10戦

2025年 Rok CUP JAPAN GPR RokSHIFTER 第9戦・第10戦

SUZUKA ROUND

2025年11月15日～16日
鈴鹿サーキット 南コース



OK Class
『第9戦：澤田龍征が涙の初優勝！タイトルは酒井仁の頭上へ！』

今回は23台参加となったOKクラス。今季初めて、スーパーポールが実施されることとなっ
た。タイムトライアルでは、ルーキーの金子准也が総合トップを獲得。以下、三村壮太郎、酒井仁、
酒井龍太郎、佐藤佑月樹、澤田龍征、皆木駿輔、佐藤蓮と上位8名がスーパーポールへ進出す
る。1台ずつのアタックとなるスーパーポールでは、最後の出走となった金子がトップタイムを
マークし、PPを獲得する。

18周で行われた第9戦決勝。スタートで先頭に出たのは澤田。その後方に皆木、酒井龍太郎、
三村らが続いていく。4周目、酒井龍太郎がトップに立つと、澤田とともに3番手以下を引き離
していく。主導権を握った酒井龍太郎だったが、9周目のクランク入口でエンジンが焼き付き
リタイア。直後にいた澤田も接触し、ややバランスを崩すが持ち直してトップをキープする。こ
の時点で大量リードを得ていた澤田は、それ以降も後続の接近を許すことなく逃げ切り、OK1
年目にして初優勝を獲得。涙の止まらない嬉しい優勝となった。2位に三村、3位佐藤蓮が続
き、4位にいた酒井仁がシリーズタイトルを決定した。

優勝ドライバー：澤田 龍征 （No.89 HIROTEX RACING）
「2番スタートで勝てるかわからない状況でしたが、結果的に後続を引き離して勝つことがで
き嬉しいです。次も優勝します！」

『第10戦：カート卒業の酒井龍太郎が優勝！』

第10戦PPは酒井龍太郎。2番手に澤田が並ぶ。22周の最終レース、まずは澤田がトップに
立ち、それを酒井龍太郎が追う展開となる。トップを守る澤田だったが、酒井龍太郎は第9戦
を序盤で終えているためタイヤも残しており、9周目にはトップを奪う。その酒井龍太郎に続
いたのが中井悠斗。両者は一定間隔を保ちながら周回を重ねていく。追走する中井だが、勝負
を仕掛ける距離までは近づけない。
酒井龍太郎も落ちついた走りで周回を重ねていき、そのまま逃げ切ってチェッカー。来季か
らはフォーミュラレース参戦を挙げている酒井龍太郎が、有終の美を飾る優勝となった。

優勝ドライバー：酒井 龍太郎 （No.44 ミツサダ PWG RACING）
「第9戦は悔しくて涙が出ましたが、今回はトップを走れて、結末も違って嬉しいです。チャンピ
オンは逃してしまいましたが、悔しさを嬉しさに変えられて良かったです。一時は離されまし
たが、そこからタイヤマネージメントしながら追いつけたのは、経験が活きたと思います。」



Junior Class
『第9戦：林樹生、今季初優勝！』

ジュニアクラスは前回大会で坂野太絃がタイトルを獲得。その坂野は、今回は海外遠征のた
め欠場となる。王者不在の中、誰が優勝するのか。
タイムトライアルでは、林樹生がトップタイムを獲得。2番手に今村昴星、3番手新橋武と続く。
第9戦決勝は14周。まずは林がスタートを決め、レースをリードしていく。2番手に新橋が続き、
2周目の3コーナーで逆転、トップを奪う。その後は新橋が先頭で引っ張り、林、今村が続く展
開。9周目に再び林がトップに立つと、そのまま逃げ切りチェッカー。今季初優勝を飾った。2位
に新橋、3位今村と続いた。

優勝ドライバー：林 樹生 （No.12 HIROTEX RACING with IMPUL）
「メカニックの人に感謝しています。抜かれたときは一瞬焦りましたが、また抜くチャンスが来
たので良かったです。」

『第10戦：林樹生が連勝で締めくくる！』

第10戦のPPは新橋、2番手に林が並ぶ。18周と周回数も増えた決勝では新橋がホール
ショット。それを追う林は、2周目の3コーナーで新橋を逆転しトップに立つ。林、柴信の後方に
飯田一仁、今村と続くトップグループ。しかし、じりじりと林がリードを広げ、10周目には約1
秒半のリードとなる。後方では新橋に飯田が襲い掛かり逆転。さらに今村も新橋の前に出る。
このバトルも林を助け、1秒半のリードを保った林はそのままフィニッシュ。連勝で今シーズン
を締めくくった。2位に飯田、3位に今村が続いた。

優勝ドライバー：林 樹生 （No.12 HIROTEX RACING with IMPUL）
「第9戦の優勝より嬉しいです。後ろがいつから離れたかは分からなかったですが、離れている
ことに気付いてからは落ちついて走れました。」



Cadets Class
『第9戦：接戦を制した北村紳が開幕以来の優勝！』

カデットクラスもスポット参戦が多く、今回は27台がエントリー。2組に分かれて行われたタ
イムトライアルでは、鈴鹿選手権で土つかずの連勝を続けている下羅貴斗が総合トップタイム
をマークしPPを獲得する。2番手に今村颯星、3番手に開幕の鈴鹿で優勝している北村紳とな
り、ランキングトップでタイトルに王手をかける阿部瑠偉は12番手、逆転を狙う久田朱馬は9
番手となる。
第9戦決勝。好スタートは下羅。それを北村、加納康裕らが追う展開となる。下羅と北村は接
近戦を展開し順位を入れ替えながら周回を重ねていく。それにより、後半には加納、小林尚瑛
も接近しトップグループは4台に。この混戦で最後に先頭に立っていたのは北村。下羅を抑え
てチェッカーを迎え、開幕以来の優勝を飾った。2位に下羅、3位に加納と続き、久田は6位に
入ったものの、阿部も7位となり阿部のチャンピオンが決定した。

優勝ドライバー：北村 紳 （No.25 KWS Speed）
「下羅選手のペースが良かったので焦りそうになりましたが、冷静にレースを運べてよかった
です。鈴鹿では前にも同じような状況になっていたので、勝てると思って走っていました。次
も勝ちます。」

『第10戦：北村紳が連勝を飾る！』

第10戦ＰＰは久田朱馬。タイトルこそ阿部に決したが、ここは意地を見せたいところ。2番手
に下羅が並ぶ。16周の決勝では、久田がホールショットを獲得し、下羅、北村らが続いていく。
2周目には早くも北村がトップに浮上し集団を引っ張っていく。その後方に新チャンピオンの
阿部も上がり、トップグループは5台ほどで構成される。カデットらしく周回ごとに順位を入れ
替えながら周回を重ねていくが、終盤にやや抜け出したのが北村。後方では加納と阿部の2番
手争いが激化する。最終ラップ、北村が2連勝のチェッカーを受け、その後方の2番手争いは最
終コーナーでの加納と阿部のバトルの間隙を縫い、鈴木秀弥が逆転。3位加納が続いた。

優勝ドライバー：北村 紳 （No.25 KWS Speed）
「嬉しいです。今回は6番スタートだったので焦ったのですが、スタートを決めることができて
良かったです。来年は上のクラスに上がるので、また優勝できるように頑張ります。」



Shifter Class
『第9戦：伊藤聖七が逆転優勝！』

今回のシフタークラスにはスポット参戦組も多く11台が参加。タイトル争いは、ランキング
トップの伊藤聖七が今大会でポイント加算すれば、その時点で自動的にタイトル決定となるな
ど、伊藤が優位に立っている。
タイムトライアルでは、スポット参戦の植田晴斗がコースレコードを更新しトップタイムをマー
ク。以下、7位までがコースレコードを更新するハイレベルなアタック合戦となった。タイトルに
王手をかけている伊藤は3番手、逆転を期す中里龍昇は6番手となる。

14周の決勝では2番グリッドの小熊孝誠が好スタートでホールショットを奪いレースを引っ
張っていく。その後方には植田が続くが、周回を重ねていくと伊藤が上位に進出。4周目に2番
手に上がると、小熊との差を縮めていく。小熊の後方に接近した伊藤は、すぐさま勝負を仕掛
け7周目にトップに浮上。それ以降は小熊以下を引き離していき、独走へと持ち込んでいく。そ
のまま後続との差を広げていった伊藤が、大差を築いて独走チェッカーとなり、優勝でタイト
ルを決めた。2位に小熊、3位にはこちらもスポット参戦の東拓志が入った。

優勝ドライバー：伊藤 聖七 （No.50 Ash）
「ローカルシリーズなども含めて、5年ぶりくらいにチャンピオンになれたので嬉しいです。午
後のレースも勝ちたいと思います。」

『第10戦：伊藤聖七が優勝でシーズンを締めくくる』

第10戦のスターティンググリッドは伊藤がPP。2番手に東が並ぶ。
第9戦より周回数も増え、18周での最終レースが始まった。スタートは東が先行し、まずは序
盤のレースをリードしていく。その後方につけた伊藤は3周目にインに飛びこみ逆転。そのまま
2番手以下引き離していく。2番手には東をかわし小熊、3番手に中里が上がってくるが、伊藤
のペースも良くリードを縮められることはない。
そのまま約1秒のリードを保った伊藤が逃げ切り、有終の美を飾る優勝を飾った。

優勝ドライバー：伊藤 聖七 （No.50 Ash）
「今日は2回も勝てて嬉しいです。最後、いい感じでシーズンを終えられて良かったです。今
シーズンは開幕戦を落として苦戦するのかと思っていましたが、いい状態に仕上げてもらい
チャンピオンで終えることができました。来年は4輪レースに挑戦したいと思います。」



2025 Series Champion

OK部門： 酒井 仁
「新しいチームでの参戦となり開幕前は不
安もありましたが、開幕戦で2連勝するこ
とができていい滑り出しとなりました。無
事チャンピオンを獲れて嬉しいですし、昨
年の弟・涼と兄弟で2年連続で獲れたこと
も嬉しいです。」

ジュニア部門： 坂野 太絃
「これまでドライビングを磨いてきて、去
年、一昨年の経験で磨かれたのが大き
かったと思います。今季は連勝を続ける
中で自信がつき、手ごたえも感じていま
した。今回のスカラシップで来季はOKに
ステップアップするので、期待に応えられ
るように頑張ります。」

ジュニアカデット部門： 阿部 瑠緯
「本当に嬉しいです。どうすれば勝てるの
だろうと考えて今回に臨んでいたのです
が、鈴鹿はあまりいい結果を残せたこと
がなく、今回も勝てませんでした。来年は
ジュニアクラスにステップアップするので、
いい結果を残せるように頑張ります。」

Rok SHIFTER： 伊藤 聖七
「今日は2回も勝てて嬉しいです。最後、
いい感じでシーズンを終えられて良かっ
たです。今シーズンは開幕戦を落として苦
戦するのかと思っていましたが、いい状
態に仕上げてもらいチャンピオンで終え
ることができました。来年は4輪レースに
挑戦したいと思います。」



Point Standings –OK
※有効ポイント：全10戦中8戦



Point Standings – Junior
※有効ポイント：全10戦中8戦



Point Standings – Cadets
※有効ポイント：全10戦中8戦



Point Standings – Shifter
※有効ポイント：全10戦中8戦



Point Standings –TEAM

MORE DETAIL https://www.gpr-race.com/
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